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歴
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統
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の
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で
唯

一
国
立
公
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の
季
節
雇

用
の
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
勤
務
し

た
経
験
を
も
つ
‥
ま
た
、
グ
ラ
ン
ト
大

統
領
は
生
涯

一
度
も
ア
メ
リ
カ
の
国
立

公
園
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
人
統
領
だ

っ
た
こ
と
は
驚
き
の
事
実
で
あ
る
‐

さ
ら
に
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四
〇
代
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統
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ロ
ナ
ル
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民
営
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評
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落
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ツ
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同
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大
幅
に
削

り
評
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を
落
と
し
た
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さ
ら
に
米
国
史

上
、
城
も
反
自
然
的
な
大
統
領
と
し
て

批
判
さ
れ
て
い
る
の
が
前
大
統
領
の
ド

ナ
ル
ド

・
Ｊ

・
ト
ラ
ン
プ
で
あ
る
〓
彼

は
国
家
記
念
物
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た

ば
か
り
で
な
く
、
採
掘
や
開
発
の
た
め

に
、
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身
が
保
護
し
た
公
有
地
の

、
Ｏ

０
０
倍
近
い
〓
、
五
〇
〇
万

ａｃ
も
の
公
有

〓者
，
一し
た
―●
打
で
あ
る
‥　
一
―

ル
ソ
ン
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統
領
は

一
九

一
六
年
に
国
立
公
園
局
設

置
法
に
署
名
し
た
．
Ｆ
．
Ｄ
．
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
大
統
領
は
い
と
こ
の
セ
オ
ド
ア

・
ル

地
を
保
全
の
対
象
か
ら
外
そ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
面
積
は
イ
エ
ロ
ー
ス
ト

ー
ン
国
立
公
園
の
一
五
倍
、
セ
オ
ド
ア

・

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
保
護
し
た
目
立
公
園

や
国
家
記
念
物
の
土
地
の

一
六
倍
の
面

積
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
．
ま
た
、

国
家
記
念
物
を
　
つ
も
指
定
し
な
か
っ

た
大
統
領
と
し
て
、

ニ
ク
ソ
ン
、
フ
オ

ー
ド
、
レ
ー
ガ
ン
、
Ｇ

。
ブ
ッ
シ
ュ
、
ト

ラ
ン
ブ
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
人
統
領
は
い
ず
れ
も
共
和
党
出
身
者

で
、
ア
メ
リ
カ
の
環
境
保
護
派
が
民
主

党
政
権
を
支
持
す
る
の
も
う
な
ず
け
る
．́

現
在
、
国
立
公
園
局
が
管
理
し
て
い

る
公
有
地
は
人
、
五
〇
０
万

工
だ
が
、
こ

れ
ら
の
公
有
地
確
保

の
た
め
に
先
祖

代
々
受
け
継
い
だ
土
地
か
ら
排
除
さ
れ

た
の
が
先
住
民
で
あ
る
こ
先
住
民
か
ら

取
り
上
げ
た
土
地
の
面
積
は
人
、
六
〇
〇

万

ａｃ
で
、
ま
さ
に
国
立
公
園
シ
ス
テ
ム

が
現
在
管
理
し
て
い
る
面
積
と
ほ
ぼ
同

じ
広
さ
と
い
う
こ
と
に
な
る
．
こ
れ
ら

の
多
く
は
、
セ
オ
ド
ア

・
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
政
権

の
時
に
な
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

彼
は
人
種
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
は
黒
人
、
先
住
民
、
ア
ジ
ア
、

ラ
テ
ン
系
の
民
族
の
た
め
の
土
地
で
は

な
い
と
発
〓
口
し
て
き
た
。
し
か
し
、
国

立
公
園
局
が
で
き
て
一
〇
０
年
、
オ
バ
マ

政
権
で
は
、
″ｃ
ぎ
●
”
ｏ
く
の
∽
ヨ
●
ｏ
２
■
ク

代
の
大
統
領
の
中
で
最
も
広
い
面
積
で

あ
る
ｃ
ジ

ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大
統
領
の
功

績
は

一
八
〇
三
年
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
買
収

で
あ
る
。
国
土
を
倍
に
し
、　
一
五
の
新

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

人
種
的
正
義
に
む
け
て
多
く
の
公
民
権

運
動
の
国
家
記
念
物
を
指
定
し
た

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
首
都
で
あ
る
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
は
目
立
公
園
局
が
管

理
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
モ
ー
ル
が
あ
る
が
、

そ
こ
へ
行
く
と
歴
代
の
大
統
領
の
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
．

ワ
シ
ン
ト
ン
記
念
塔
、
リ
ン
カ
ー
ン
記
念

堂
、
ジ
ェ
フ
ア
ー
ソ
ン
記
念
館
、
Ｆ
　
Ｄ

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
車
格
子
の
像
や
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
時
代
の
不
況
を
象
徴
す
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
も
あ
る
，
ま
た
、
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー

・
キ

ン
グ
牧
師

の

″］

〓
”
ノお

”
∪
Ｆ
三
デ

つ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も

リ
ン
ト
ン
も
副
大
統
領
の
ア
ル

・
ゴ
マ
と

共
に
環
境
運
動
を
推
進
し
、
ア
ー
ス
デ

ー
に
は

「
国
立
公
園
は
ア
メ
リ
カ
の
誇

り
で
あ
る
」
と
の
強
い
言
葉
を
残
し
た
ｃ

あ
る
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
や
朝

鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
記
念
碑
も

あ
る
。
さ
ら
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
周
辺
を

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
馬
に
乗
っ
て
巡
回

し
て
い
る
光
景
は
、
国
立
公
園
局
の
存

在
を
印
象
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
国
立

公
園
に
関
心
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、　
一
度
、

こ
こ
を
訪
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。
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国
立
公
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協
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研
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セ
ン
タ
ー
長
等

を
経
て
、　
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九
九
八
年
江
戸
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大
学
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ナショナルモールのパークレンジャー
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